	


質　　問　　通　　告　　書
	
	№　　１

	提出年月日
	平成３０年９月３日
	議席番号
	１３番
	氏名
	　　藤　田　　稔

	大子町議会議長　　　大　森　勝　夫　様

	質　問　方　法
	　　　　　一問一答方式　

	項　目　事　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	1. 高齢者等住宅用火災
	1 大子町高齢者等住宅用火災警報器配置事業が平成２４年６

	　警報器配置事業ついて
	　月より福祉課で実施されてきている。事業の目的及び利用対

	　
	　象者を伺う。

	
	

	
	2 事業利用対象者を把握しているのか。また、現在までの申


	
	　請状況はどうか。１世帯何基配付するのか。

	
	

	
	3 事業利用対象者全世帯へ設置を進めて行くべきではないの

	　
	　か。

	
	

	２.東京理科大学大子研
	①　東京理科大学大子研修センターは、平成２１年より１０年

	　修センターについて
	間無償で貸与している。地域との交流や、町内の小中学校・

	
	高等学校との交流をはじめ、大学生・職員の滞在による交流

	　
	人口の増加等が見込まれ経済効果があるとされていた。１０

	
	年経過する中で無償貸与はどうであったか。

	
	　

	
	②　平成３１年１月５日で契約満了になる。使用期間を変更

	
	　（更新）しようとするときは、使用期限満了日の１か月前ま

	
	でに文書をもって町に申し込むことになっている。グラウン

	
	ドゴルフ場やフットサル場等の整備・維持管理等、契約更新

	
	にあたって町の考えを伺う。

	
	

	３.交流人口の増加施策
	①　袋田の滝及び生瀬の滝が国名勝に指定された。また、滝と

	　について
	　しては全国で初めて恋人の聖地に認定された。それぞれを活

	
	かした誘客対策や整備はされてきたのか。また、袋田の滝周

	
	辺の整備状況を伺う。

	
	

	　
	②　福祉の町づくり、子育て支援、空き家情報等を観光宣伝と

	
	合わせて、観光施設やコンビニなどで情報提供を行い、移住

	
	定住の促進につなげたいとの考えであったが、その後の状況

	
	はどうか。

	
	

	
	


質　　問　　通　　告　　書

	
	№　　２

	提出年月日
	平成３０年９月３日
	議席番号
	１４番
	氏　名
	野　内　　健　一

	大子町議会議長　　　大　森　勝　夫　　様

	質　問　方　法
	一問一答方式

	項　目　事　項
	質　　問　　要　　旨　　（箇　条　書　き）

	１．ごみ袋の改善につ
	現在販売され、使用されている大子町専用のごみ袋について、町民の

	いて
	方より改善できないかとの声が寄せられたので、提案する。

	
	　・現在の状態は１０枚が重なって１梱包になっているため、大変取り出し

	
	　にくい。これを１枚１枚折りたたんで、１０枚１梱包になっていれば

	
	　取り出しが容易になる。（那珂市、常陸大宮市で採用。）

	
	

	２．運転免許自主返納
	高齢者等の運転免許の自主返納及び交通事故防止対策を促進する目的

	の促進策について
	として、現在実施しているタクシー利用助成金の額を、返納した人だけに

	
	１／２から３／４へ増額するとのことだが。

	
	　・同一施策を目的を変えることにより、異なったものにして良いのか。

	
	　・同じ地域（同じ病院への交通手段として使用）の人でも交通費に差

	
	　が発生してしまう。差別に対する町民の不満は無視するのか。

	
	　・促進策としてデマンド交通システムは考えられないのか。

	
	

	３．大子町の持続可能
	ＳＤＧｓとは、持続できるというＳｕｓｔａｉｎａｂｌｅのＳ、開発と

	な開発目標ＳＤＧｓ　　　　　　　　　　　　　
	いうＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔのＤ、目標であるＧｏａｌの複数形Ｇｏａ

	（エスディージース）
	ｌｓのＧｓの略称である。これは、貧困や格差、気候変動などの課題解決

	の取り組みについて
	に向け、国連加盟国が2016年1月から30年末の達成を目指す「持続可

	
	能な開発目標（ＳＤＧｓ）」であり、地方自治体や民間企業でその理念

	
	を施策や事業に取り入れる動きが活発化している。

	
	　国においても、昨年12月に、官民一体で目標を達成する「アクション

	
	プラン（行動計画）２０１８」を策定したことは、記憶に新しいと思わ

	
	れる。また民間企業にとっては、ＳＤＧｓに基づき環境や社会問題など

	　
	の解決を事業と結びつけることで、社会的責任を果たすことにつながる。

	
	　この壮大な取組の根底には、「誰一人取り残さない」という理念が流れ

	
	ている。町としての取り組みは、どのように考えているか伺う。

	
	

	
	

	
	　

	
	


質　　問　　通　　告　　書
	
	№　　３

	提出年月日
	平成30年　9月　3日
	議席番号
	４　番
	氏名
	菊　池　靖　一

	大子町議会議長　　　大　森　勝　夫　　様
	質問時間
	　60分　30分　選択

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　　　　一問一答方式　　　（一方を選択）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	1．新庁舎建設と
	①　新庁舎建設は、これからの町づくりに大きくかかわってく

	町づくりについて
	　るが、将来にわたり中心市街地とするため、整備計画の考え

	
	　を伺う。

	
	

	2．観光を活用した
	大子町は、「観光振興基本計画」を策定したが、次の点につ

	町づくりについて
	いて考えを伺う。

	
	① 主要幹線道路及び久慈川沿いの環境整備について

	
	② 道の駅奥久慈だいごの魅力向上について

	
	③ 特定の目的を持った旅行者を呼び込むための対策について

	
	④ 訪日外国人観光客の受入態勢について

	
	⑤ 観光客に対する町民のおもてなし意識の醸成や、観光や観

	
	光産業に対する町民の理解を促すために行うことについて

	
	

	3．残薬を減らす取組み
	①　日本の残薬（飲み残し）量は、年間約500億円になると言

	　　　　　　　について
	われ社会問題にもなっている。大子町も例外ではないと考え

	
	るが、残薬回収や減少させるために町が出来ることはないか

	
	　伺う。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


